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2
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｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に

やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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切
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っ
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、
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な
ど
に
貼
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下
さ
い
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今
月
の
題
字

熊
野
第
四
小
学
校　

３
年

 

上
泉　

茉
子
さ
ん

町の人口と世帯数
平成29年11月30日

（前年同月比較）

　人口：24,386人 （－  56）

　　男：11,812人 （－  64）

　　女：12,574人 （＋    8）

世帯数：10,594世帯 （＋  30）

 （住民基本台帳）

【
国
営
備
北
丘
陵
公
園

 

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展
】

　

本
来
は
４
〜
５
月
に
開

花
す
る
ボ
タ
ン
を
、
島
根
県

松
江
市
大
根
島
の
特
殊
技

術
で
冬
咲
き
に
調
整
し
て

「
さ
と
や
ま
屋
敷
」
に
展
示
。

古
風
な
屋
敷
を
背
景
に
、
わ

ら
ぼ
う
し
を
ま
と
い
、
寒
さ

に
耐
え
て
凛
と
咲
く
姿
が

毎
年
好
評
。
期
間
中
に
は
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

■時
１
月
13
日
〜
２
月
25
日

■所
国
営
備
北
丘
陵
公
園

■￥
入
場
料
大
人
410
円
、
小
中

学
生
80
円
、
幼
児
無
料（
別
途

駐
車
場
料
金
310
円
が
必
要
。）

■問
備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
０
０
０（地域振興課）

　

マ
ツ
の
語
源
は
、
神
が
天
降

る
の
を
待
つ
木
の
意
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
お
正
月
の
門
松

も
、
新
年
に
歳
神
を
お
迎
え
す

る
依よ
り

代し
ろ

と
し
て
立
て
ま
す
。

　

樹
皮
が
黒
っ
ぽ
い
の
で
黒
松
。

樹
皮
は
老
木
で
は
亀
甲
状
に
深

く
裂
け
ま
す
。
別
名
は
オ
マ
ツ

（
男
松
・
雄
松
）
。
葉
は
赤
松
よ

り
も
太
く
長
く
硬
く
て
、
葉
先

に
当
た
る
と
痛
い
ほ
ど
で
す
。

冬
芽
が
白
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

冬
芽
は
春
に
伸
び
て
新
枝

と
な
り
、
下
部
に
黄
色
の
雄
花

を
密
集
し
て
つ
け
、
先
端
に
は

卵
形
で
紫
紅
色
の
雌
花
を
１
〜

３
個
つ
け
ま
す
。
こ
れ
が
、
松

ぼ
っ
く
り
（
球
果
）
に
な
り
ま
す
。

　

球
果
は
翌
年
の
秋
に
成
熟

す
る
と
、
下
を
向
き
、

天
気
の
良
い
日
に
果

鱗
を
開
き
種
子
を
散

ら
し
ま
す
。
種
子
に

は
長
さ
1.5
㎝
ほ
ど
の

薄
い
翼
が
あ
り
、
風

に
運
ば
れ
ま
す
。
乾

い
た
岩
の
上
な
ど
に

着
地
す
る
と
次
の
風

を
待
ち
ま
す
。
湿
っ

た
所
に
着
地
す
る
と
翼
は
外
れ
、

定
着
し
ま
す
。
雨
の
日
に
は
果

鱗
を
閉
じ
て
種
子
を
守
り
ま
す
。

　

材
は
粘
り
が
強
く
、
桁け
た

や
梁は

り

な
ど
の
建
築
材
に
、
ま
た
土
木

材
、
器
具
材
に
使
い
ま
す
。
防

風
林
、
防
潮
林
、
庭
木
や
盆
栽
、

花
材
な
ど
に
も
用
い
ま
す
。

　

本
州
、
四
国
、
九
州
の
海
岸

沿
い
に
生
え
る
常
緑
高
木
で
す
。

　

ア
カ
マ
ツ
と
の
雑
種
は
ア
イ

グ
ロ
マ
ツ
（
ア
カ
ク
ロ
マ
ツ
）
。

種
子
も
よ
く
実
り
、
マ
ツ
ケ
ム

シ
や
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
対
す
る
抵
抗
力
も
あ
る
の
で
、

松
枯
れ
被
害
を
防
ぐ
品
種
の
生

産
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

熊野の自然（340）

クロマツ
 （マツ科）

◀　

熊
野
第
四
小
学
校　

５
年　

弘
法
堂　

優
衣　

さ
ん

「
出
発
」

【
評
】
点
画
の
つ
な
が
り
や
文

字
の
中
心
を
意
識
し
て
バ
ラ
ン

ス
良
く
仕
上
げ
ま
し
た
。
終
筆

で
は
特
に
穂
先
の
使
い
方
に
気

を
つ
け
，
は
ら
い
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
作
品
で
す
。

◀　

熊
野
第
四
小
学
校　

２
年　

松
下　

菜
々
美　

さ
ん

「
三
石
山
か
ら
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」

【
評
】 
地
域
の
方
々
と
学
校
近

く
の
三
石
山
に
登
り
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
自
分
た
ち
の
学
校
に

向
か
っ
て「
や
っ
ほ
ー
！
」
と
叫

ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
描
き
ま
し

た
。
岩
の
上
か
ら
見
え
た
き
れ

い
な
青
空
と
小
さ
く
見
え
た
自

分
た
ち
の
家
や
学
校
の
よ
く
わ

か
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。


